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2018 年 12 月 22 日 

文字列検索マクロについて 

 

本書（「やってみようテキストマイニング－自由回答アンケートの分析に挑戦－」）の 4.2 節において、

抽出語のさまざまな検索方法を解説しています。これらと同様の機能を Excel 上で実行するマクロを作

成しました。主な特徴は以下のとおりです。 

 

１．検索結果の表示方法は KWIC コンコーダンス形式 

２．サンプル別に検索結果を表示 

３．複数の任意の検索文字列を設定できる（注：文字列はテキストマイニングによる「抽出語」

である必要はない） 

 

 レポートや報告書あるいはプレゼン資料を作成するとき、注目した抽出語や文字列が、どのような文

脈で使われているのかを提示することがしばしば求められます。表示形式としてはコンコーダンス形式

が見やすくて便利です。また、自由回答のアンケートの場合にはサンプル別に示すことになるでしょう。

さらに、一つの抽出語だけではなく、同義語や関連する言葉、異なる活用形（KH Coder ではこれが可能）、

あるいは任意の文字列などをまとめて検索表示できれば便利です。このようなことを狙ってマクロを作

成してみました。 

 ここでは概要と事例を説明します。 

 

■ 検索対象データと検索結果の表示 

検索対象テキストデータを設定している同じシート上に（右側に）、検索結果が表示されます（図 1）。 

 

 

図 1．検索対象データと結果の表示画面 

 

ここに検索結果が表示

される 
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■ 検索文字列の設定 

検索対象の文字列を次に設定します。前述のとおり複数個設定できます。ただし 10 個以内に制限

しています。たとえば次の例のようです（図 2）。「見守り」、「見る」、「見回り」の 3 個の関連する文

字列をまとめて設定しています。 

 

 

図 2．検索文字列の例 

 

■ 検索の実行 

「対象データ」のシートに戻って、「開発」リボンからマクロを実行します（図 3）。「実行」ボタン

をクリックします。もし「開発」リボンが表示されない場合は「概要」シートのコメントを参照して

ください。 

 

 

図 3．マクロの実行 

 

■ 実行（検索）結果の表示 

「対象データ」と同じシート上に検索結果がコンコーダンス形式で表示されます（図 4）。一つのサ

ンプル（回答文）の中に、複数の検索文字列が含まれる場合には、その個数分複数行に亘って表示さ

れます。 

  D 列の「No2」は検出された A 列の「No」を示しています。同じ「No」が複数行になる場合もあ

ここをクリック

して実行する 
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ります。E 列は検索対象の文字列（この例の場合は「見守り」、「見る」、「見回り」）の前の部分、G

列は後の部分を示しています。 

 

 

図 4．検索結果の表示（D～G 列） 

 

 

注目する検索文字列（群）について繰り返し実行してください。検索結果はその都度編集してレポー

ト、報告書、プレゼン用の資料として利用します。 

 


